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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月14日(2016.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の画素回路を有し第１の色を表示する第１の画素と、
　前記第１の画素に隣接し、第２の画素回路を有し、前記第１の色とは異なる第２の色を
表示する第２の画素と、を有する有機ＥＬ表示装置であって、
　前記第１の画素回路は、
　　第１の発光領域を備える大発光素子と、
　　前記第１の発光領域よりも小さい第２の発光領域を備える小発光素子と、
　　前記小発光素子に電流を供給するか否かと、前記大発光素子に電流を供給するか否か
と、前記第１の画素回路が表示する階調に応じて、前記小発光素子と前記大発光素子との
一方、或いは両方に供給する前記電流の量とを制御する電流制御回路と、を有し、
　前記第２の画素回路は、第３の発光領域を備える発光素子を一つのみ有し、且つ前記発
光素子に供給する電流の量を調整する電流調整回路を有し、
　前記第１の画素の発光領域は、前記第１の発光領域と前記第２の発光領域とからなり、
　前記第２の画素の発光領域は、前記第３の発光領域のみからなり、
　前記電流制御回路は、前記階調が閾値以下の場合に前記小発光素子へ前記電流を供給し
、前記大発光素子へ前記電流を供給せず、前記階調が前記閾値より大きい場合には少なく
とも前記大発光素子に前記電流を供給する、
　ことを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】
　前記第１の画素回路に含まれる電流制御回路は、前記第１の画素回路が表示する階調が
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前記閾値より大きい場合に、前記大発光素子に供給する電流の量が、前記階調の増加に応
じて単純単調増加するように前記大発光素子に電流を供給する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】
　前記電流制御回路は、ソースおよびドレインを含む駆動トランジスタを含み、
　前記駆動トランジスタは、前記第１の画素回路が表示する階調に応じて前記小発光素子
および前記大発光素子のうち前記電流が供給されるものに供給する電流の量を調節する、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項４】
　前記大発光素子の一端は、スイッチを介して前記駆動トランジスタのソースおよびドレ
インのうち一方に接続される、
　ことを特徴とする請求項３に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項５】
　前記電流制御回路は、前記階調が前記閾値より大きい場合には、前記大発光素子と前記
小発光素子との両方に前記電流を供給することを特徴とする請求項１から４のいずれかに
記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項６】
　前記電流制御回路は、
　前記階調が閾値と等しい場合には、前記小発光素子へ第１の電流を供給し、
　前記階調が、前記閾値より大きく且つ前記閾値の次の諧調である場合は、前記小発光素
子へ前記第１の電流よりも小さい第２の電流を供給することを特徴とする請求項５に記載
の有機ＥＬ表示装置。
【請求項７】
　前記電流制御回路は、
　前記階調が閾値と等しい場合には、前記小発光素子へ第１の電流を供給し、
　前記階調が、前記閾値より大きく且つ前記閾値の次の諧調である場合は、前記小発光素
子へ第２の電流を供給し、
　前記第１の電流の電流密度は、前記第２の電流の電流密度よりも大きいことを特徴とす
る請求項５に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項８】
　前記電流制御回路は、
　前記階調が前記閾値より大きいと共に、前記閾値よりも大きい第２の閾値より小さい場
合には、前記大発光素子のみに前記電流を供給し、
　前記階調が前記第２の閾値より大きい場合には、前記大発光素子と前記小発光素子との
両方に前記電流を供給する、ことを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の有機Ｅ
Ｌ表示装置。
【請求項９】
　複数のサブ画素を備える画素をさらに有し、
　前記第１の画素と前記第２の画素は、前記複数のサブ画素に含まれる、ことを特徴とす
る請求項１から８のいずれかに記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１０】
　前記電流制御回路は、前記諧調に応じて前記電流の量を制御する駆動トランジスタを有
し、
　前記駆動トランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方に、前記大発光素子と前記
小発光素子とが並列に接続されていることを特徴とする請求項１から９のいずれかに記載
の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１１】
　前記一方と前記大発光素子との間には、スイッチが配置されていることを特徴とする請
求項１０に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１２】
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　前記スイッチはトランジスタであり、
　前記ドランジスタのゲート電極には、前記スイッチへ入力される信号を記憶するメモリ
回路が接続されていることを特徴とする請求項１１に記載の有機ＥＬ表示装置。
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